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立療養所のライ病患者は所長が許可する以外、特
別な理由があっても外出できず、また所長の命令
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に抗議したら、もしかしたしたら所内の“監獄”
に拘置されるかもしれない。許可なく療養所を外
出したり、許可の期間内に帰所しなかった者に対
する罰則を決めた第28条と並べて15条と16条を読
めば、ライ病患者がまさに犯罪人と同じように見
られていたことがわかるのである。
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